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相談員になったきっかけ

• 精神保健福祉士10年目「何か新たなことに挑戦したい」

• コロナ禍へ・・・医療職と相談援助職の違い「コロナ禍で精神
保健福祉士としてできることって何だろう」

• コロナ禍での自殺者数の増加、日本精神保健福祉士協会SNSの
電話相談員募集「これだ！」



事例①小学校高学年の相談者

眠れなくて辛い

母親にリストカットしているところが見つかったが母親は無関心

コロナで単身赴任中の父親には会えていない

あまり生きたいと思えない

いじめを受けてから人が怖い

令和3年11月発行、精神保健福祉士Members’ Magazineより抜粋



事例②大学生の相談者

オンラインばかりで入学以来一度も大学に行っていない

友人ができないので話し相手も遊び相手もいない

疲労感と焦燥感と不安ばかり

食事をおいしく思えない

睡眠も1時間ごとに目覚めてしまう

令和3年11月発行、精神保健福祉士Members’ Magazineより抜粋



事例③20代の相談者

職場の人間関係が悪化し仕事のミスも増え上司からの叱責が辛い

休みたい、けれど実家へはコロナ禍で帰れない

大好きだった祖母の葬儀にも出られなかった

自分の存在意義が感じられない

令和3年11月発行、精神保健福祉士Members’ Magazineより抜粋



事例④50代の相談者

経営している事業が不況で従業員に給料が払えない

貯蓄も底をついてきた

人生を注ぎ込んだ事業と大切な従業員を守れない自分が生きていく価

値があると思えない

令和3年11月発行、精神保健福祉士Members’ Magazineより抜粋



事例⑤障害者施設利用中の相談者

コロナで閉まっていた事業所が再開しても仕事が激減し通所も減った

自由になるお小遣いが無くなった

外出も減った

認知症で施設にいる親への面会もできない

孤独で辛い

令和3年11月発行、精神保健福祉士Members’ Magazineより抜粋



事例⑥精神科病院退院後、
単身生活を送る相談者

デイケアは友人がいないので楽しくない
訪問看護師は体重と食事制限の話ばかり
就職も結婚もできなかった
一人で入浴もできない
眠剤飲んでも眠れない
夜に一人が辛い
電話相談につながるまでずっとかけている
相談できてもまたすぐ何回もかけている

令和3年11月発行、精神保健福祉士Members’ Magazineより抜粋



電話相談という“つながり”

• 一期一会の電話相談、30分という時間の中で問題がすっかり解
決することは難しい

• けれど、「気持ちが少し楽になった、話せて良かった」

→“つながり”の大切さ



危機介入

• 自殺の切迫性、緊急性の高い電話

• 傾聴を続け、追い詰められている状況を受け止めながら、自殺
以外の選択肢を選べないか一緒に考える

• どうしても意思の修正が難しい場合には110番や119番に連絡し
保護を求めることも



「死にたい」と言えることの大切さ

• “自殺を口にする人は実際には自殺するつもりはない”の誤解

• 「死にたい」気持ちを話せる場所がある大事さ

• 相談員には、「死にたい」気持ちを話し合う覚悟が必要



相談員になって得たもの

• 病院で勤めているだけでは得られなかった知識、技術、経験

• 自殺対策に取り組む専門職とのつながり、仲間

• 職能団体として自殺対策に取り組む場（東京精神保健福祉士協
会自殺対策委員会）

• 勤務先の病院で関わる患者さん・ご家族への電話相談やＳＮＳ
相談の積極的な情報提供



ご自身、身近な方、クライエントへ

一番下

クリックすると詳細が出ます


	こころの健康相談�統一ダイヤルに携わって
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	相談員になったきっかけ
	事例①小学校高学年の相談者
	事例②大学生の相談者
	事例③20代の相談者
	事例④50代の相談者
	事例⑤障害者施設利用中の相談者
	事例⑥精神科病院退院後、�　　　　　　　　単身生活を送る相談者
	電話相談という“つながり”
	危機介入
	「死にたい」と言えることの大切さ
	相談員になって得たもの
	ご自身、身近な方、クライエントへ

